
   

 

三田市里山の保全と 

活用に関する行動計画 

～里山のある 明日のまちづくり～ 

2030年に向けて 
世界が合意した 
「持続可能な開発目標」です 

あした 



   

 

  ＳＤＧｓと本計画  ～誰一人として取り残さないために～ 

 

 

 

ＳＤＧｓ（エスディージーズ：Sustainable Development Goals  持続可能な開発目標）とは、世界が抱え

る問題を解決し、持続可能な社会をつくるために世界各国が合意した１７の目標と１６９のターゲットです。 

貧困問題をはじめ、気候変動や生物多様性、エネルギーなど、持続可能な社会をつくるために世界が一致して

取り組むべきビジョンや課題が網羅されています。幅広い分野にまたがるまちづくりへの貢献に向けた私たち地

方公共団体においても、多様な主体とのパートナーシップを通じ、知恵とイノベーションを活かした次世代につな

ぐＳＤＧｓ達成の取り組みが期待されています。 

 

 

 

本計画と特に関わりが深い目標は、次の４つです。 

すべての人々に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、

生涯学習の機会を促進する。 

陸上生態系の保護、回復および持続可能な利用の推進、森

林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土地劣化の阻止お

よび逆転、ならびに生物多様性損失の阻止を図る。 

持続可能な消費と生産のパターンを確保する。 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・

パートナーシップを活性化する。 

2030年に向けて 
世界が合意した 
「持続可能な開発目標」です 
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Ⅰ 趣旨・目的                                  

三田の緑あふれる里山は、そこで暮らす人々の生活や農業の営みから支えられてき

ました。 

本市は、まちが急速に成長する過程で、里山の無秩序な開発を抑制しつつ、都市地

域と農村地域が近接し、調和する「田園文化都市」を目標としてきました。その結果、都

市と共存する市域の里山の景観は、本市を特徴づけるまちの魅力として広く認知され

ています。 

しかし、本市の成長を象徴した人口は、緩やかな減少傾向へと転じ、人々の生活様式

や価値観の多様化が進む中、本市のまちづくりの方向性も、「成長」から「成熟」へと転

換することが求められます。 

成熟のまちを象徴する言葉として「共生」が挙げられます。里山を本市のかけがえの

ない宝物として慈しみ、守り伝える「人と自然との共生」、都市地域と農村地域に暮らす

人々が、それぞれの生活や文化をお互いに理解し尊重し合う「地域と地域、人と人との

共生」、これらは、成熟のまちづくりを進めるうえでは欠かせないものです。 

本市では、平成３０年１２月に「三田市里山と共生するまちづくり条例」を制定し、郷

土の先人たちが悠久の営みの中で育んできた風景や賑わい、伝統的な文化を継承す

る持続可能な成熟したまちづくりを目指し取り組みを進めていきます。 
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Ⅱ 計画の位置づけ                              

本計画は、「三田市里山と共生するまちづくり条例」を踏まえ、上位計画である「第４

次三田市総合計画（後期）」、「第３次三田市環境基本計画」などの関連計画と連携を図

りながら、里山の保全と活用の様々な取り組みを実施する行動計画として策定するも

のです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 計画期間                                  

本計画は、令和２年度～令和１１年度の１０年間とし、社会情勢の変化に対応するた

め、５年後に中間見直しを行います。 

令和 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 10年 11 年 

           

第３次三田市環境基本計画 

第５次三田市総合計画 第４次三田市総合計画 

三田市里山の保全と 

活用に関する行動計画 

「里山のある 明日
あ し た

のまちづくり」 

第４次三田市総合計画（後期）  

 

 

第３次三田市環境基本計画 

三田市里山と共生する 

まちづくり条例 

【関連計画】 

 

 ‣ 三田市山並み・田園景観計画 

 ‣ 第４次三田市農業基本計画 

                        など 

三田市里山の保全と活用に関する行動計画（～R11） 

前期 (R2～R6) 後期 (R7～R11) 
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Ⅳ 現状・課題                                  

三田の里山は、集落内の森林が薪や炭、田畑の肥料となる腐葉土など暮らしに欠かせな

い多くのものを得る場として利用されることを通じ、自然の恵みが持続的に循環する中で

維持・形成されてきました。人々の営みがつくり出した里山には、人里の自然をすみかにす

る多くの動植物が生息し、生物多様性の保全にとっても重要な場所となっていました。 

しかし、戦後の高度経済成長とともに産業構造や生活様式の変化により、燃料生産など

の場として利用されなくなるなど、里山に人が入らなくなったことで、常緑広葉樹が繁茂

し、タケ・ササ類が侵入するなど林床に日が当たらない暗い森林へと変化し、動植物の生息

環境の悪化や衰退が進んでいます。また、太陽光発電設備の設置に伴う大規模な森林伐採

や、猪、鹿などによる獣害、松枯れ、ナラ枯れ被害により、伝統的な農村景観が失われるな

どの様々な問題も発生しています。 

一方、平成の時代に入ると、市内には環境保全の機運の高まりなどから、里山を保全、

活用するボランティア団体が設立され、活発な活動が行われていますが、近年では担い手

の高齢化が進むことにより活動を維持することが困難になっている団体もあります。 

従来、里山は生活の場や水源のかん養、土砂災害の防止機能などの役割を担ってきまし

たが、今日ではこれに加え絶滅のおそれのある動植物など生物多様性の保全、景観や伝統

的生活文化の維持、環境教育や自然体験の場など多面的な機能を持っています。 

このように、里山は周辺で生活をする住民だけでなく、市民全体にも様々な恵みをもた

らしています。里山の恵みを将来にわたり引き継いでいくためには、市民、ボランティア団

体、ＮＰＯ、企業、専門機関、行政など幅広い主体が新たな担い手として参加し、連携、協働

により従来型の保全活動に留まらない、里山の新たな魅力創造や活用方法の検討が求め

られているところです。 
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Ⅴ 基本理念・目指す姿                                         

１ 基本理念 

里山の持つ生物多様性や景観、生活文化などの多面性が、そこで暮らす人々の生活

の営みの中で形成されてきたことを理解し、現代を生きる私たちが無理なくできる、今

の時代にあった暮らしと里山との関係を築き、里山からもたらされる豊かな自然の恵

みは市民共有の資源として、市民、ボランティア団体、ＮＰＯ、企業、専門機関、行政など

多様な主体により将来にわたり享受できるよう、里山と共生するまちづくりに取り組み

ます。 

また、本計画の取り組みには ＳＤＧｓ※との関わりが深い項目も含まれているため、

地域課題の解決とあわせて国際的な課題への対応にも結び付くことを認識して取り組

みを進めます。 

 

 

 

 

２ １０年後の目指す姿 

 すべての人が里山の価値を共有しながら、みんなが関わり、協働で里山を守り、育み、

今の時代にあった、新たな魅力ある地域資源としての活用を目指します。未来の里山

への第一歩は、少しずつでも里山の資源を利用する機運を高める仕組みを作り、関心

が里山に向かうよう「知る」、「守る」、「活かす」の３つをキーワードに施策に取り組みま

す。 

 

  

 

 

 

 

 

※ ＳＤＧｓとは、平成 27 年 9 月に国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」の略称で、経

済、社会、環境面の各分野の課題について幅広く対応し解決を目指すものです。 

１０年後の目指す姿 

里山からの恵みが生活に息づく 

魅力あるまち三田 

基本理念 

里山のある 明日
あ し た

のまちづくり 
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３ １０年後の目指す姿に向けてのプロセス 

本計画は、１０年後の目指す姿の実現に向け効果的に施策を進めるため「知る」、

「守る」、「活かす」のプロセスにより展開します。 

 

 

Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １        Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２         Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ３ 

「知 る」    「守 る」    「活かす」 

 

 

 

Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ １ 知 る 

 里山がもたらす様々な恵みを次世代へ引き継いでいくためには、多くの人の理

解と参加が欠かせません。そのため、里山の魅力や保全の大切さ、活動の面白さを

「知り」参加する「きっかけ」が生まれるよう、広報活動や自然観察会・体験講座など

里山と触れ合う機会の提供をします。 

 リーディングプロジェクト     

●里山の多彩な情報提供            （具体的な取り組み-３-（２）-⑦） ・ ・ ・P 1 4 

●里山体験学習の開催              （具体的な取り組み-３-（３）-①） ・ ・ ・ P 1 4 

●学校教育における里山環境教育     （具体的な取り組み-３-（３）-②） ・ ・ ・ P 1 4 
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Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ２ 守 る 

 里山を共有の資源として未来へ受け継いでいくためには、多様な主体が協力した

保全活動による「守る」取り組みが必要です。そのため、人材育成や技術研修、森林

保全活動などの支援を行います。 

 リーディングプロジェクト  

●生物多様性戦略の策定                     (具体的な取り組み-１-（３）-③）・・・P10 

●市民による里山保全活動への支援            （具体的な取り組み-１-（３）-⑤）・・・P10 

●企業の CSR 活動としての里山保全活動への支援 （具体的な取り組み-１-（３）-④）・・・P10 

   

 

 

 

 

 

 

Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ３ 活かす （目指す姿） 

時代の変化により利用されなくなった里山の資源を、今の時代にあった新たな

地域資源として利用することで里山の再生を目指すため、循環型システムの構築を

目指します。また、里山を地域資源として活用し、地域の活性化や産業、観光振興に

繋げます。 

 リーディングプロジェクト  

●資源循環型竹林整備事業                   （具体的な取り組み-２-（２）-①）・・・P12 

●木の駅プロジェクト                    （具体的な取り組み-２-（２）-②）・・・P12 

●古民家等を活用した飲食・宿泊施設の環境整備 1（具体的な取り組み-４-（１）-②）・・・P15 

●グリーンツーリズム                      1   （具体的な取り組み-４-（２）-④） ・・・P16 
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１０年後の目指す姿 
「里山からの恵みが生活に息づく魅力あるまち三田」のイメージ 

里 山 

里山整備 

サイクリング  

農業体験 

地場産レストラン 古民家宿泊施設 

薪 

バイオマスボイラー 薪ストーブ 

里山資源の地域活性化利用 里山資源の循環利用 

https://1.bp.blogspot.com/-dWZtZtbjstM/WWNAUvviEtI/AAAAAAABFSM/dOUA2s-qcHQEOkCgPjkGAtJnZXwtG6u9gCLcBGAs/s800/building_japan_kayabuki.png
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４ プロセス達成に向けた施策体系  

 

   里山の保全と活用を進めるにあたり、具体的な取り組み施策を「生物多様性の保

全」、「循環型の暮らしの推進」、「里山の生活文化の活用」、「里山資源のツーリズム活

用」に体系化し、それぞれ取り組みの方向性を定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） ため池及びその周辺地域の生物多様性の保全 

（２） 市街地の周辺緑地等の保全と活用 

（３） 市民との協働による生物多様性の保全 

里

山

の
あ
る 
明

日

あ

し

た

の
ま
ち
づ
く
り 

里
山
か
ら
の
恵
み
が
生
活
に
息
づ
く
魅
力
あ
る
ま
ち
三
田 

基本 

理念 
目指

す姿 

１ 生物多様性の保全 

まｍ 

具体的な取り組み 

 

（１） 森林施業（造林・保育・伐採）の支援 

（２） 伐採木等の有効利用の推進 

（３） 遊休農地の有効利用、保全管理の推進 

２ 循環型の暮らしの推進 

まｍ 

 

（１） 寺社周辺の森林の保全と活用 

（２） 市民と自然とのふれあいの創出 

（３） 学びの場としての里山の活用 

 

３ 里山の生活文化の活用 

まｍ 

 

（１） かやぶき古民家等の飲食施設及び宿泊施設とし

ての活用 

（２） 地場産食材を使用した飲食施設の創設の推進及

び里山体験の機会の提供 

（３） 里山における外国人観光客の受入れ並びに大学

及び企業と連携した情報発信 

 

４ 里山資源のツーリズム活用 

まｍ 

Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 

との関わり 

 

 

 

持続可能な開

発のための教

育機会の提供 

 

 

 

 

持続可能な消

費生産形態の

確保 

 

 

 

 

生物多様性損

失の阻止 

 

 

 

 

効果的な官民

パートナーシ

ップの推進 
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Ⅵ 具体的な取り組み                              

１ 生物多様性の保全 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） ため池及びその周辺地域の生物多様性の保全 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  
ため池内の希少

動植物保護 

皿池湿原内のため池をはじめ、希少動植物が確認されてい

るため池において、ため池管理者、ボランティア団体や専門

機関などとの協働により、保護活動を実施します。 
 

②      
天然記念物の指

定 

貴重性の高い生態系等について、天然記念物などとして指

定を受けることにより、保護すべき自然物であることを広く

発信できます。また、保全に関わる者だけでなく市民全体の

環境保全意識の向上にもつなげます。 

 

③  
重要なため池の

保全 

三田市版生態系レッドデータブックに記載するため池につ

いては、市民との協働やファンディングの公募などによる保

全活動を実施するとともに、憩いの場としての利用も検討し

ます。  

 

  

  

       

   

      

守

守

守

【取り組みの方向性】 

里山は本市の生物多様性を支える重要なエリアでありますが、里山環境の

変化に伴い、かつて身近に見られた動植物の衰退が進んでおり、中には絶滅の

危機に瀕しているものも少なくありません。 

里山の生物多様性は長い年月にわたる人と自然との共生が作り上げたもの

であり、これからは今のライフスタイルで取り組める「里山環境の適切な管理」

を構築し、生物多様性の保全を図っていきます。 

区分 

守 

知 

活 活かす 

守 る 

知 る 
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（２） 市街地の周辺緑地等の保全と活用 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  
市街地周辺緑地

の保全 

市街地周辺緑地について、緑地の管理の実施とボランティ

ア団体等による雑木の間伐等により、市街地に近い里山と

して環境や景観を保全します。 
 

②  
都市緑地の新た

な活用 

市街地周辺緑地等の都市にある緑地で、市民やボランティ

ア団体等とともに里山の実態調査から保全活動まで取り組

む、里山管理の担い手育成プログラムを実施します。 

 

 

③  
太陽光発電設備

の適正な設置 

自然環境および里山の良好な景観の保全を図るため、「三

田市里山と共生するまちづくり条例」の定めるところにより

太陽光発電設備の規制や適正な設置を誘導します。 
 

 

（３） 市民との協働による生物多様性の保全 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  

森林・山村多面

的機能発揮対

策推進事業  

森林の有する生物多様性の保全、水源のかん養、土砂災害

の防止など多面的な機能を維持するため、地域住民の皆様

や各種団体等による森林の保全管理活動の取り組みを支

援します。 

 

②  自然環境調査 

三田市版生態系レッドデータブックで指定した重要な生態

系の追跡調査を行い、その現状を明らかにします。また、生

物多様性戦略策定の基礎資料として活用します。 
 

③  
生物多様性戦

略の策定 

三田市版生態系レッドデータブックにある市内の貴重な生

態系保全の指針となる計画を策定し、市民や企業、専門機

関等との協働による保全活動に取組みます。 
 

④  

企業の CSR 活

動としての里山

保全活動への

支援 

ＣＳＲ活動など環境問題への取り組みを行う企業へ里山保

全活動への参画を募り、活動場所の紹介や講師派遣などを

行い里山保全活動への取り組みを支援します。 
 

⑤  

市民による里山

保全活動への

支援 

里山の持つ魅力や里山を地域資源として活用する意義に

ついて啓発し、保全活動を実施するボランティア団体等を

支援します。 
 

 

 

守

守

活

守

守

守

守

守

守
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２ 循環型の暮らしの推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 森林施業（造林・保育・伐採）の支援 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  
森林の保全管

理 

森林管理や造林緑化などを推進することで森林所有者の

計画的な造林活動を支援し、森林が持つ多面的機能の維持

につなげます。 

 

 

②  林道舗装事業 
森林施業におけるアクセス道路を確保するため、林道の改

良を実施して森林施業を支援します。  

③  
林地台帳制度

の運用 

統一的な基準に基づき、森林の土地の所有者や所在に関

する情報を適正に管理し、森林施業の集約化が効率的に行

えるよう支援します。 

 

④  

住民参画型森

林整備補助事

業 

地域住民団体やボランティア団体等が取り組む自発的な

森林整備活動に対し、支援を行うことで「参画」と「協働」に

よる「災害に強い森づくり」を推進します。 

 

 

⑤  
森林環境譲与

税の活用 

森林整備等の安定的な財源確保のために創設された森林

環境譲与税を、里山の保全と活用を進めるための人材育

成、担い手の確保、循環利用の推進などを実現させる財源

として活用します。また、より柔軟な資金運用のための基金

の創設を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守

活

活

守

活

守

活

【取り組みの方向性】 

 バイオマス資源の利用技術の発展に伴い、里山にストックされる森林資源は

新たな循環型資源としての活用が期待されています。里山を適正に管理し循

環型資源として利用することは、生物多様性の保全に繋がることからも、里山

の資源活用する取り組みを支援し、循環型の暮らしの推進を図っていきます。 

活
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（２）伐採木等の有効利用の推進 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  
資源循環型竹

林整備事業 

自然の恵みが持続的に循環して維持・形成されてきた里山

の再生をめざすため、資源循環型のモデル事業として竹林

整備補助事業を実施します。また、里山整備を進めるため、

竹以外の里山資源の活用についても検討します。 

 

②  
木の駅プロジェ

クト 

木の駅プロジェクトは市民参加型の森林整備として、木を

伐採・搬出し、プロジェクト運営者が買い取り、薪やストー

ブ、バイオマスボイラーの燃料等として販売する循環型シス

テムを構築する仕組みです。市内で発生する伐採木の有効

利用として、伐採、加工、流通、販売、消費の循環型システム

の構築を検討します。 

 

③  

産学官による

里山資源の活

用手法の研究 

企業、大学、研究機関、市等が連携し、里山資源の活用手

法の研究を行うことで、今の時代にあった循環型システム

の構築を目指します。 
 

 

（３）遊休農地の有効利用、保全管理の推進 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  農地バンク制度 
所有者が耕作や管理ができなくなった遊休農地を、就農希

望者または規模拡大をめざす担い手へ紹介します。  

②  
多面的機能支

払交付金事業 

農地等の地域資源の適切な保全管理や質的向上を図る地

域の協働活動を支援します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活

活

活

活

活
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３ 里山の生活文化の活用 

 

 

 

 

 

 

 

（１）寺社周辺の森林の保全と活用 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  

寺社周辺の森

林保全の支援

と観光資源とし

ての活用 

鎮守の森として保全されてきた寺社周辺の森林を文化財

として指定するなど、地域等の保全活動を支援します。ま

た、寺社の特徴や伝統行事などを紹介し、観光資源として地

域活性化につなげます。 

 

（２）市民と自然とのふれあいの創出 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  
里山林管理運

営事業  

ナナマツの森(上槻瀬)、観福の森(川原・布木)、てんぐの

森(乙原)は、地域住民等の協力により適正な里山管理が行

われており、里山公園として広く市民に開放されています。

今後も、市民が自然とふれあえる場として活用します。 

 

 

②  

登山道等の里

山観光資源の

情報提供 

気軽に里山歩きを楽しみ、自然に接することができる羽束

山、近畿自然歩道、大船山などの登山道をＰＲします。 

 

 

③  
自転車で巡る

里山事業 

地域資源を活かした里山の交流の輪の拡大をめざす「北摂

里山サイクルマップ」の配布・ＰＲを行い、里山風景を楽しむ

サイクリングを推進します。 

 

 

④  
みどりの募金活

動  

みどりの募金活動を推進し、市民等が行う森林整備や緑化

推進などの活動を支援します。  

⑤  
水辺に親しむ機

会の提供 

公園・緑地内のため池や河川を利用して、水辺に親しむ機

会を提供します。 

また、ため池などがある公園を民間活力の活用も含め親

水公園化し、散策や水遊びなどの機会の提供や周知を行い

ます。 

 

 

活

知

活

知

活

知

活

守

知

活

【取り組みの方向性】 

里山の生物多様性、景観、生活文化などの多面性は、そこで暮らす人々の生活

の営みの中で形成されてきたものです。これら里山の多面性を、市民共有の地域

資源として位置づけ保全するとともに、市民が自然とふれあい、体験し、また環境に

ついて学ぶ場として活用を図っていきます。 
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⑥  市民の森制度 

市民の森エリアを設定し、里山保全体験など市民と共に行

う里山保全活動の場を提供します。また、里山保全管理とし

て里山オーナー制度等の仕組みを検討します。 
 

⑦  
里山の多彩な

情報提供 

里山保全の取り組み方や里山での遊び方、修景スポットな

ど、里山に関する情報を一元的に取り扱い、ＳＮＳなども活

用し多彩な手法で市内外へ情報発信します。 
 

（３）学びの場としての里山の活用 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  
里山体験学習

の開催  

ボランティア団体が実施する里山体験学習の支援や、生涯

学習カレッジ等での自然学習講座、里山公園の観察会など

を実施します。 

 また、里山での生活体験、間伐作業体験などを、人と自然

の博物館等と連携し、里山オープンキャンパスとして開催し

ます。 

 

②  

学校教育にお

ける里山環境

教育 

毎年、小学３年生に環境教育副読本「わたしたちのまち三

田の自然」を配布し、里山環境教育を実施しています。今後

は、中学生向けの環境教育副読本の作成を検討するととも

に、学校とボランティア団体等との連携を図り、効果的な里

山体験教育の充実を図ります。 

 

③  

里山教育と里

山保全ボランテ

ィアの育成  

自然とふれあう「緑の少年団」や、皿池湿原保全管理講座

などを通じて、里山教育や市民ボランティアを育成します。 

また、里山について専門的な知識を有するアドバイザーを

登録する人材バンク制度を創設し、活動について課題を抱

える団体へアドバイザー派遣を行うことで、団体の育成、活

動の活性化へつなげます。 

 

 

守

知

知

知

知
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４ 里山資源のツーリズム活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） かやぶき古民家等の飲食施設及び宿泊施設としての活用 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  

田園風景を特

徴づける伝統

的建築物の保

全 

周辺の農地や里山と一体となって農村らしい景観の形成

に重要な役割を果たしている歴史的・伝統的建築物につい

て、景観重要建造物の積極的な指定を行い、様々な運営手

法により古民家等の所有者が飲食店や宿泊施設などに利活

用し保全することを促進します。 

 

 

②  

古民家等を活

用した飲食・宿

泊施設の環境

整備 

 かやぶき民家等の歴史的建築物を保存し、飲食店や宿泊

施設などに活用するために必要な環境整備を進めます。 

また、地場産レストラン整備と合わせ、エリア一帯の集客力

の向上を図るため、収穫体験や自然体験など里山資源を活

かした体験サービス等の開発を支援します。 

 

 

（２）地場産食材を使用した飲食施設の創設の推進及び里山体験の機会の提供 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  
里山体験の機

会の提供 

市民農園である「三田市ふれあい農園」(香下)を運営し、

市民が野菜づくりなど農業にふれあう機会を提供し、集落

や農業者等による地域資源を活かした農業体験をＰＲしま

す。 

 

 

 

②  
「美食のまち三

田」の推進 

 豊かな自然環境を有する立地特性を活かした都市近郊農

業を推進し、地域の活性化を図るため、三田の「食」と「農」

の魅力を発信する地場産レストランを官民連携により、複数

展開し、相乗効果の創出とエリアとしての魅力向上を図り、

交流人口の拡大と地場食材のブランド化により消費を拡大

します。 

 

守

活

活

知

活

活

【取り組みの方向性】 

里山を通じて培われた食、工芸、伝統行事などは、ツーリズムの対象として

注目されつつあり、地域の活性化につながる新たな資源としての期待が高ま

っています。こうした里山の持つ魅力を地域の活性化や観光、産業振興に結び

付いたツーリズム資源として活用を図っていきます。 



16 
 

③  
里山体験施設

の整備 

有馬富士森林公園内に間伐などの里山体験や、ノルディッ

クウォークができるフィールドの設定や、民間の活用も含め

てアクティビティの場として整備します。 
 

④  
グリーンツーリ

ズム  

里山資源を広く活用し、山菜取りと里山保全管理をセット

にするなどのグリーンツーリズムを展開します。また、体験

型施設や宿泊施設、地場産レストランをパッケージ化し相乗

効果を図ります。 

 

⑤  

北摂里山博物

館構想推進事

業 

 市内の魅力ある里山の情報を「北摂里山博物館構想」など

を通じて広域的に発信することで地域資源としての活用を

推進します。 
 

 

（３） 里山における外国人観光客の受入れ並びに大学及び企業と連携した情報発信 

No. 施  策 取り組み内容 区分 

①  

わがまちさん

だや広報紙の

多言語版の作

成 

在住外国人や外国人観光客に対して、わがまちさんだの英

語版やハングル版、広報紙の多言語版による里山イベント等

の情報を提供します。 
 

②  
外国人観光客

の取込み 

県をはじめとする広域での連携を図りながら、ＳＮＳ等の活

用も視野に入れてインバウンド需要の拡大に向けた取組み

を進めます。 
 

③  

外国人に向け

た情報発信と

大学との連携  

留学生や市内の外国人・大学生を対象とした「里山オープ

ンキャンパス」の開催、市内の大学と連携した里山ボランテ

ィアガイドの育成などにより、三田の里山の魅力を情報発信

します。 

 

 

 

活

活

活

知

知

知
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Ⅶ 計画の推進体制                                                    

１ 推進体制 

 里山の保全および活用は、地域住民や行政のみで取り組むのではなく、市民、ボラン

ティア団体、ＮＰＯ、企業、専門機関、行政など多様な主体が新たな担い手・支援者とし

て参加し、連携、協働により推進を図っていきます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画の進行管理 

里山を取り巻く環境の変化および社会情勢の変化に迅速かつ柔軟に対応するため、

計画に示した施策の実施状況を定期的に点検、検証し、必要に応じて見直しが必要と

なります。 

 見直しには、施策毎の様々な取り組みを展開する市役所庁内横断組織のプロジェクト

チーム等により、Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実施）、Ｃｈｅｃｋ（点検・評価）、Ａｃｔｉｏｎ（改善）のＰＤ

ＣＡサイクルで毎年検証を行います。 

 また、計画の中間見直しにおいては、事業の効果を検証するとともに、社会情勢によ

る新たなニーズを反映させ対応します。 

 

 

 

（令和２年５月 策定） 

 

 

三田市 

企 業 

 

 

市 民 
ボランティア団体 

ＮＰＯ 

大学・専門機関 

 人と自然の博物館 


